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  １．東アジアのキリスト教は、先祖供養を含めた儒教的な死者儀礼をいかなる仕方でキ   
リスト教的に意味転換し受容するのか（あるいは、それを拒否するのか）。 







































































































































































































高橋昌郎 『明治のキリスト教』吉川弘文館 2003年 
(2) これについては、たとえば 1890年に韓国伝道に関する基本方針を協議したネヴィアス会議を実例とし
て挙げることができる。この点については、次の拙論を参照。 
 芦名定道 「キリスト教と東アジアの近代化」、『アジア研究所紀要』第二十五号 亜細亜大学ア
ジア研究所 1999年  155～156頁 
(3) これについては、注(２)に挙げた拙論を参照。 
(4) 本論文におけるこの内村鑑三の文章は、『内村鑑三選集６ 社会の変革』岩波書店 1990年、から引
用される。 
(5) 有地亨 「伝統的「いえ」観念と近代的家族観の交錯」、片倉比佐子編『日本家族史論集６ 家族観









の『愛のアレゴリー 中世的伝統における研究』(C.S.Lewis, The Allegory of Love. A Study in 






の で あ る 」 (Wolfhart Pannnenberg, Grundlagen der Ethik. Philosophisch-theologische 













ジアのキリスト教』新教出版社 2001年 98-118頁 
(8) 以下引用されるのは、次のクロッサンの文献である。 
 John Dominic Crossan, Jesus. A Revotutionary Biography, Haper San Francisco  1995 
  なお、イエスの宗教運動の反家父長的家族という特性については、次のクロッサンの文献も参照。 
 John Dominic Crossan, The Historical Jesus. The Life of a Mediterranean Jewish Peasant, 



















 芦名定道 『ティリッヒと現代宗教論』北樹出版社 1994年 
  なお、儒教が宗教であるか否かの争点の一つである儒家の鬼神説に関して、日本近世の思想史にお
いて、すでに伊藤仁斎（無鬼論的言説）と荻生徂徠（有鬼論的言説）が対照的な解釈を行っていたこ







(12) Robert Solomon, Article "Family", in: Scott W. Sunquist (ed.), A Dictionary of ASIAN 















    沼田健哉 『現代日本の新宗教 情報化社会における神々の再生』創元社 1988年 
    いのうえせつこ 『主婦を魅了する新宗教』谷沢書房  1988年 
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           『新興宗教ブームと女性』新評論   1993年 
  なお、日本のキリスト教会における高齢化の問題については、次の文献を参照。 












  Burton L. Mack, The Lost Gospel: The Book of Q & Christian Origins ,  
                                                 Haper San Francisco  1993  
  日本のキリスト教における死者儀礼の問題については、以下の研究を参照。 
  デヴィッド・リード 「日本のキリスト教信者の祖先関係」 
『神学 キリスト教倫理の諸問題』51号 東京学大学神学会  1989年 
  櫻井圀郎 「葬送法の諸問題（一）」『東京基督教大学紀要 キリスト教と世界』第11号 2001年 
  川又俊則 「キリスト教受容の現代的課題－死者儀礼、とくに墓地を中心に－」 









(16) Kin Ming Au, Paul Tillich and Chu Hsi, A Comparison of Their Views of Human Condition, Peter 







Insik Choi, Die taologische Frage nach Gott, Paul Tillichs philosophischer Gottesbegriff des 》
Seins-Selbst《 und sprachliche Verantwortung des Glaubens in Begegnung mit dem 
Taogedanken Laotzus,  Peter Lang  1991 
(17) オウの言う「二重国籍」の実例としては、内村鑑三の「二つのＪ」を挙げることがで きるだろう。 
(18) Paul Tillich, Systematic Theology. Vol.1, The University of Chicago Press  1951,  pp.168-171 
(19) こうしたオウの比較思想研究の方法論については、Au[2002], pp.171-180、を参照。 
(20) キュンクは、儒教を含む中国宗教とキリスト教との対論（チンが中国宗教を展望し、キュンクがキリ
スト教の立場から応答する）を試みている。 
  Hans Küng / Julia Ching, Christentum und Chinesische Religion, Piper  1988  
(21) オウがここで述べる「相違の中の類似性」は、モルトマンが神学的認識論の問題として取りあげてい
るものに他ならない。 
  Jürgen Moltmann, Erfahrungen theologischen Denkens. Wege und Formen christlicher 
Theologie,  Chr.Kaiser  1999, S.139-165 
(22) ここでオウが行う「宗教概念」の説明は、ティリッヒが「広義の宗教」「深みの次元としての宗教」
という仕方で論じているものと一致している。こうした点に関しては、次の拙論を参照。 
  芦名定道 『ティリッヒと現代宗教論』北樹出版社 1994年 71-125頁            
(23) 「儒教的キリスト教」を含む現代中国のキリスト教における思想的向については、次の文献を参照。 
  Xinghong Yao, Confucian Christ: A Chinese Image of Christianity, in: Werner Ustorf, Toshiko 
Murayama(eds.),Identity and Marginality,Rethinking Christianity in North 
East Asia,  Peter Lang  2000, pp.27-39 
  Edmond Tang, The Second Chinese Enlightenment: Intellectuals and Christianity Today, in: 
ibid., pp.55-70    
 
             （あしな・さだみち 京都大学大学院文学研究化助教授） 
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